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吉田節美君本FI '+1話を行います。30分ジー､ｿとガ

マンするより、 り)つくりお休みいただいた方が健康的

です。

林哲央君、河村政孝君会興哨強にご脇ﾉjありが

とうございました。

秋山茂則君、福井章君、二村聰君、萩原喜代子

さん、伊原正躬君、池田隆君、石黒正則君、伊

藤健文君、伊豫田博明君、加藤重雄君、加藤大

豐君、小林明君、小杉啓彰君、小山雅弘君、小

坂井盛雄君、黒須アイ子さん、牧野登志子さん、松島

孝彰君、三好親君、森幸一君、中山信夫君、西

川豊長君、西野英樹君、鷺谷龍男君、佐野寛

君、鈴木正男君、鈴木理之君、田部井良和君、竹

内眞三君、谷口優君、山田壽勝君、山本英次

君、吉田玄君毎|_|隣いですね。お元気ですか。
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夜間例会

（公｣迄･ !lif'}#慰労会を兼ね肢終例会）

格占屋マリオッ｜､アソシアホテルにて18時～
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錫出席報告

会負 7I(65)名 出席 53名

出勝率 815'1%

前々lul 611 6H (修正出席率)9846%

詔ビジター紹介

';1:l l｣RC新熊清君他1名

囹会員増強委員会より記念品贈呈

今年度新入会員を椛騰された方に、会員塒強功労賞

として河村会員墹強委典長より記念,'i'!が州呈されまし

た。

推薦者大II払ｲll糊、イI l Il iI冒敏櫛、河村政学科、

松鵬敬瞥科、鈴木 1l")"

ニコボックス｜
池森由幸君ルシアナさんを日II臘日からお預かりし

ました。成l1Iさん付雌うございました。 5月末から3

週間お休みしました。ギリシャでちょっと勉強と遊び

はちょっと…ではありませんでした《，

松居敬二君水ｲ|没の麻雀会で優勝しました。利|:11

会長杯を〃l排してI 1 孫のジョエル科が231=Iに帰名し

ます。楽しみです!！

宮尾紘司君バスが人IIIMに遅れて、ケイI､の見送り

遅れました。

水野民也君水|~|、娘(ケイ l､）がアメリカへ帰りま

した:，

水野賀縞君東欧へ行ってきました。

水谷祥督君前の例会休みました。夏場所で鴫戸部

屋が来ました。大変です。

大口弘和君小杉さん、ありがとう。

佐久間良治君2週述統で休ませて頂きました。

笹野義春君吉lll前会腿のスピーチを期待していま

したが、ヤボ川の為11L逆させて噸きます。

和田正敏君ニコボックス、バンザーイ I松居さん

へ

田部井幹事報告

1 .本日例会終了後、縦間委興会を|ﾙl催致しますので

担当の方は白合の|冊lにお集まり下さい。

2．次li'l例会は26II()l)午後611ｻより、名TI7屋マリ

オッI､アソシアホテルにて|ﾙl催致しますので、 27H

（火）の例会はございません《’

3． ガバナー月卜:;がきておりますので、お帰りにお持

ち下さい“

|和田会長挨拶
会長として、 この会場で狭拶をすることは今|]が最

後です。今j-lは職業未ilとして、病気に対する私の考
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えを話しています先週からの続きとして私のIII1人

的な分類の、

3）内分泌系の疾忠。

4）感染症。

5）その他について,;!Fします。

3)内分泌の疾患：

代表的な病気は糖尿病です。この病気の悠背様は

年々噸えています。以前は、成人病と言われていま

したが、今、生活習悩ﾙ>iの卿I藤です。この病気はﾙiミ

脳から分泌されるインシュリンが｣E粥に働くか稀か

で、治療も大きく分かれます。家族歴にIIIi尿》>;があ

る〃は、遅かれlILかれIIIらかの変化がでます。この

病気は脈に糖が出ているだけの問題ではないのです

3つの大きな合併症があります。u腎I凝氷|;i'ifl!

経が侵されます。私はこの疾患が発症すると、全身

のlil.稗の病変が侵攻する噺に問題があると埒えてい

ます。瓶実、狭心症・心筋梗塞の方に糖脈病の既往

が多いのです。

人間は自律神経系でコントロールされています。

それに関与.するのが、 lﾉ1分泌物質(ホルモン)であり、

過|女子レベルの問題ですそのホルモンをいかにし

て兄つけ、いかに泊旅に貞献するかが、現代|災学の

雌大のテーマのつです。

4)感染症：

人類の|終史が始まってからの戦いです。糸lll lfiもウ

イルスも人間と共存共栄してきているのです. iiIM

とも人間の技術が進歩すればするだけ、それに対す

る耐性と変異を繰り返します。人の遺伝子の異常は

ウイルスに影響されているとの説もあります。感染

唯(エイズ、 CWU･BﾉⅢ肝炎、病隙性大IIMI¥i、絲核、

ポリオ、MRSA)これらに汚染されないためには、 ’'1

らが予防することです。肢大の予防は、感染するよ

うなことはしない、 させない。自分自身の体ﾉjが藩

ちないよう、 円術ﾉt活( 171寝・早起き、快食・快便、

811f間働き･ 8時間遊び･ 8時間寝る。）に女(をつけ

ることです。

5)その他：

いわゆる、超現代にﾉliきる我々が、おちいりやす

く、現代医学でも治しきれない疾悠はこころのりI節気

です。こころの病気は赤ちゃんからお年寄りまで、

どんな年齢でも性別に|乳l係なく本人の日党がないま

まその人の環境や人|ﾊ1 141係などが複雑にからまって、

突然発症しています。その沿療(助ける）は、友人や

家族が、その人にI城心誠意接してあげる（人|ﾊIの絆）

しか、救う方法はないのです。

岐後に、 こころのりl)減《についてふれましたが、私

は、 この千種ロータリークラブに入会し、 とてもす

てきな仲間に会うことができました。いつのまに

か！この病気にかからない免疫ができたと思います。

圏卓話

“趣味・ヨットに因んで”

会興 ［』iuI 節美君

本11は私の趣味ヨットに就いて汁「お,活したいと

思います先ず、 ヨットとはどんな船かと荷いますと、

唯単に乗りまわす楽しみの為の船でありI向:接生産に

は全くかかわらない船、それがヨシ|､の必要にして

且つ充分な定礎ではないかと思います。そしてそんな

ヨットは1660ｲﾄ災I玉|のチャールス2世にオランダの東

印度会社から11Wられたのが英lｴ|に於けるヨットの始

まりと高われて居ります。そしてヨットの楽しみ方

としては、 ヨシ|､のレース、未知のllt界に憧れる巡

航咽のヨシ|､ 、小船ディンギーに依る遊び、 クリッ

パーの夢をレースに脚現したオーシャンレース等が

代表的なヨシ|､の楽しみ方と思います。そして社会

榊造の変化と典にヨットの雅史も色々秘り変わり

段々と｜､流陪級の遊びから庶民の遊びに近づいて参

りました。そして1851年英国のワイドル6淵レース

に勝ったアメリカ号が持ち帰った純銀製のカップが

起源となったアメリカズカップは15()年の歴史の中で

ヨットレースの雄高峰と位置づけられて今年第30回

目の入会がニュージーランドに於いて行われました。

1月2 I 1から1211までのセミファイナルレースを皮

切りに順,洲に勝ち進んだイタリアチーム、ルナロッ

サと防衛艇ニュージーランドチームの|H1に9戦5勝

方式で行われニュージーランドの5述勝で再びカッ

プはニュージーランドの手に渡り終線しました。今

回の大きな特徴はアメリカ勢が優勝決定戦に出られ

ず大変さみしい,lfでありましたが別の兇方をすれば、

これはヨット界の変化を意味しllf代は刻々と変わり

つつある様に考えられます。此のレースにチャレン

ジした、ニッポンは準決勝で敗退し海外に比べ力の

差を歴然と見せつけられた訳でありますが、その敗

因としては人|:ｲ･の育成と組織作りのｲ<足の2点につ

きると言われて居ります。アメリカズカップの様な

華やかな郷台にウ:つまでのクルーの経験で大きな差

をつけられてい;るのが根本的な敗Iﾉ《|ではないかと考

えられます。次I111のアメリカズカップにもニッポンは

チャレンジすると思いますが健闘を析るのみです。

圏次回例会（7月4日）

新 l l 1会踵挨拶

前年度拷,'lりﾊﾘ者表彰
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